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●城東地区●
1941 世帯
　男 1726 人
　女 1851 人
合計 3577 人
R4 . 5 . 1 現在

③ 2022（令和４）年　5　月　30　日（月）
　

こ
の
４
月
に
、
旭
町
小
学
校
長

と
し
て
着
任
い
た
し
ま
し
た
。
歴

史
と
伝
統
の
あ
る
本
校
の
1
0
0

周
年
と
い
う
記
念
す
べ
き
年
に
校

長
を
仰
せ
つ
か
り
、
大
変
光
栄
で

あ
る
と
共
に
、
重
責
に
身
の
引
き

締
ま
る
思
い
で
あ
り
ま
す
。
保
護

者
の
皆
様
方
な
ら
び
に
地
域
の
皆

様
方
に
は
、
大
変
お
世
話
に
な
り

ま
す
。

　

中
庭
に
は
「
花
い
っ
ぱ
い
運
動

発
祥
の
学
校
」
の
記
念
碑
が
建
ち
、

恵
ま
れ
た
環
境
の
中
で
子
ど
も
た

新
任
の
ご
あ
い
さ
つ

ち
、
地
域
の
皆
様
、
職
員
が
一
体

と
な
り
、
環
境
を
整
備
し
て
い
ま

す
。
こ
の
記
念
碑
近
く
の
花
壇
で

は
、
今
、
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
が
し
っ

か
り
と
し
た
花
を
咲
か
せ
よ
う
と

し
て
い
ま
す
。
そ
の
姿
は
あ
た
か

も
春
を
待
ち
焦
が
れ
た
か
の
よ
う

に
目
に
映
り
、
ま
た
精
一
杯
伸
び

よ
う
と
し
て
い
る
よ
う
に
も
見
え

ま
す
。
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
そ
れ
ぞ
れ

は
一
本
一
本
独
立
し
て
い
ま
す
が
、

ど
れ
も
が
共
に
咲
こ
う
と
し
て
い

る
よ
う
に
見
え
、
そ
の
伸
び
よ
う

と
す
る
姿
は
、
こ
の
旭
町
小
学
校

の
子
ど
も
た
ち
の
毎
日
の
姿
と
重

な
る
よ
う
に
も
思
え
ま
す
。
学
校

教
育
目
標
「
他
者
と
共
に
、
自
ら

学
ぶ
意
欲
を
持
ち
、
心
身
健
や
か

な
児
童
の
育
成
」
や
さ
し
く
、
か

し
こ
く
、
た
く
ま
し
く　

が
具
現

子
ど
も
た
ち
の
す
こ
や
か
な
成
長
の
た
め
、
ご
尽
力
い
た
だ
い
て
い

る
学
校
の
先
生
方
。
今
回
は
、
地
域
の
学
校
に
４
月
１
日
付
で
着
任

さ
れ
た
校
長
先
生
・
教
頭
先
生
か
ら
新
年
度
を
迎
え
る
に
あ
た
っ
て

の
お
話
を
伺
い
ま
し
た
！

松本市立旭町小学校
校長 髙野 毅 先生

松本盲学校
校長 関 昌浩 先生

松本市立清水中学校
教頭 上條 雪絵 先生

　

4
月
よ
り
松
本
盲
学
校
長
に
着

任
い
た
し
ま
し
た
関　

昌
浩
と
申

し
ま
す
。
微
力
で
は
あ
り
ま
す
が

視
覚
障
が
い
が
あ
る
幼
児
児
童
生

徒
の
教
育
活
動
に
尽
力
し
て
参
り

た
い
と
思
い
ま
す
。

　

本
校
は
明
治
45
年
松
本
尋
常
高

等
小
学
校
源
池
部
内
に
併
置
さ
れ

た
松
本
盲
人
教
育
所
を
起
源
と

し
、
今
年
創
立
百
十
周
年
を
迎
え

ま
す
。
開
校
当
時
は
日
露
戦
争
の

終
結
後
で
失
明
軍
人
へ
の
教
育
の

必
要
性
が
求
め
ら
れ
て
い
た
と
い

う
時
代
背
景
を
伝
え
聞
き
ま
し
た
。

そ
の
後
、
幾
多
の
厳
し
い
社
会
状

況
を
乗
り
越
え
昭
和
42
年
、
現
在

の
場
所
に
移
転
し
ま
し
た
。
こ
の

百
十
年
間
、
本
校
は
視
覚
障
が
い

者
の
自
立
を
目
指
し
た
教
育
に
取

り
組
み
、
多
く
の
卒
業
生
を
社
会

に
輩
出
し
て
き
ま
し
た
。
理
療
を

は
じ
め
医
療
・
福
祉
や
教
育
等
多

方
面
に
わ
た
っ
て
活
躍
さ
れ
て
い

ら
っ
し
ゃ
る
卒
業
生
の
皆
様
や
関

で
き
る
よ
う
、
地
域
の
皆
様
方
と

共
に
歩
み
た
い
と
思
い
ま
す
。
何

卒
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

係
者
の
皆
様
の
ご
様
子
を
う
か
が

い
、
身
の
引
き
締
ま
る
思
い
で
す
。

　

城
東
地
区
に
お
か
れ
て
は
、
旭

町
小
学
校
や
旭
町
中
学
校
と
の

交
流
及
び
共
同
学
習
は
児
童
生

徒
に
と
っ
て
貴
重
な
機
会
と
な
っ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
地
域
の
方
々

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
な
ど
多
く

の
方
々
に
支
え
ら
れ
、
地
域
と
共

に
あ
る
学
校
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
恵
ま
れ
た
環
境
に
感

謝
し
、
視
覚
障
が
い
教
育
の
発
展

に
少
し
で
も
寄
与
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

昨
年
度
末
、
清
水
中
学
校
へ
の

転
勤
が
発
表
さ
れ
た
際
、
知
り
合

い
か
ら
多
く
の
電
話
や
メ
ー
ル
が

届
き
ま
し
た
。
そ
の
主
は
、
以
前

清
水
中
学
校
に
勤
務
し
た
経
験
が

あ
っ
た
り
、
松
本
で
暮
ら
し
て
い

た
り
す
る
仲
間
で
す
。
皆
、
口
々

に
「
素
敵
な
学
校
だ
よ
」「
う
ら

や
ま
し
い
な
あ
」
と
言
い
ま
す
。

　

初
め
て
清
水
中
学
校
を
訪
れ
た

際
、
静
か
に
美
し
く
輝
く
木
の
校

舎
に
感
動
し
ま
し
た
。
磨
き
込
ま

れ
て
き
た
伝
統
あ
る
木
の
校
舎
か

ら
、
代
々
続
く
生
徒
た
ち
の
思
い

が
感
じ
ら
れ
た
か
ら
で
す
。
毎
日

の
清
掃
時
、「
ひ
ざ
つ
き　

二
度

が
け
」
を
合
い
言
葉
に
、
一
心
に

床
を
拭
く
生
徒
の
姿
を
見
る
度
に
、

清
水
中
生
の
象
徴
的
な
姿
の
よ
う

に
感
じ
て
い
ま
す
。

　

伝
統
的
な
側
面
と
併
せ
、
新
し

い
状
況
に
柔
軟
に
対
応
す
る
姿
に

も
驚
か
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
れ
は
、

例
え
ば
コ
ロ
ナ
禍
、
オ
ン
ラ
イ
ン

に
よ
る
生
徒
会
入
会
式
に
さ
っ
と

切
り
替
え
て
対
応
し
て
く
れ
る
生

徒
の
姿
や
、
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
Ｑ
に
配
慮

し
た
校
則
の
見
直
し
な
ど
か
ら
感

じ
ら
れ
ま
し
た
。

　

引
き
継
が
れ
て
い
る
「
伝
統
」

は
、
決
し
て
表
面
的
な
形
で
は
な

く
、
清
水
中
の
一
員
と
し
て
の
誇

り
と
、
現
状
を
受
け
入
れ
よ
り
よ

く
し
よ
う
と
す
る
前
向
き
な
思
い

そ
の
も
の
な
の
だ
ろ
う
と
思
い
ま

す
。
こ
れ
か
ら
私
も
、
そ
の
一
員

と
し
て
努
め
て
参
り
ま
す
。
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
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【
町
会
長
会
】

◎
参
沢
　
陽
資
　（
元
町
中
）

○
瀧
澤
　
和
子
　（
岡
の
宮
）

　
中
村
　
順
一
　（
曙
町
）　

　
佐
藤
　
良
一
　（
岡
の
宮
文
園
町
）　

　
百
瀬
　
研
吉
　（
岡
の
宮
西
）

△
玉
木
　
壮
太
　（
和
泉
町
一
丁
目
）

　
増
田
　
茂
樹
　（
和
泉
町
二
丁
目
）

　
清
澤
　
稔
治
　（
北
上
横
田
町
）

　
都
筑
　
陽
一
　（
女
鳥
羽
町
）

　
待
井
　
勝
彦
　（
元
町
南
区
）

　
宮
本
　
正
範
　（
元
町
北
）　

　
中
島
甲
子
雄
　（
元
町
上
）

【
町
内
公
民
館
長
会
】

◎
矢
島
　
皓
　
　（
女
鳥
羽
町
）

○
佐
藤
　
敬
　
　（
岡
の
宮
文
園
町
）

　
金
子
　
良
治
　（
曙
町
）

　
今
井
　
邦
信
　（
岡
の
宮
）

△
藤
森
　
佳
明
　（
岡
の
宮
西
）

△
若
井
　
正
男
　（
和
泉
町
一
丁
目
）

　
浅
田
　
達
夫
　（
和
泉
町
二
丁
目
）

　
川
上
　
明
　
　（
北
上
横
田
町
）

△
藤
原
　
良
成
　（
元
町
南
区
）

△
木
下
　
笑
子
　（
元
町
中
）

　
下
山
　
清
　
　（
元
町
北
）

　
石
上
扶
佐
子
　（
元
町
上
）

公
民
館

専
門
委
員
の
紹
介

【
運
営
委
員
】

◎
参
沢
　
陽
資
　（
元
町
中
）

〇
瀧
澤
　
和
子
　（
岡
の
宮
町
）

〇
矢
島
　
皓
　
　（
女
鳥
羽
町
）

　
佐
藤
　
敬
　
　（
岡
の
宮
文
園
町
）

　
木
下
　
笑
子
　（
元
町
中
）

　
中
村
　
順
一
　（
曙
町
）

　
佐
藤
　
良
一
　（
岡
の
宮
文
園
町
）

　
金
子
　
良
治
　（
曙
町
）

　
下
山
　
清
　
　（
元
町
北
）

【
館
報
編
集
委
員
会
】

　
町
内
公
民
館
長
が
兼
任

◎
金
子
　
良
治
　（
曙
町
）

〇
佐
藤
　
敬
　
　（
岡
の
宮
文
園
町
）

（
全
市
版
館
報
編
集
委
員
）

　
浅
田
　
達
夫
　（
和
泉
町
二
丁
目
）

【
体
育
委
員
会
】

◎
下
山
　
清
　
　（
元
町
北
）

〇
中
島
甲
子
雄
　（
元
町
上
）

　
石
上
扶
佐
子
　（
元
町
上
）

　
藤
本
け
さ
子
　（
女
鳥
羽
町
）

　
百
瀬
　
廣
子
　（
岡
の
宮
文
園
町
）

　
中
原
　
丸
美
　（
曙
町
）

　
宮
本
　
正
範
　（
元
町
北
）

【
図
書
視
聴
覚
委
員
会
】

◎
佐
藤
　
良
一
　（
岡
の
宮
文
園
町
）

〇
百
瀬
　
二
郎
　（
元
町
上
）

　
長
岩
　
鈴
子
　（
元
町
上
）

　
中
島
あ
い
子
　（
元
町
上
）

　
木
村
　
淑
江
　（
岡
田
）

△
宮
本
　
正
範
　（
元
町
北
）

【
文
化
委
員
会
】

◎
寺
島
　
健
次
　（
女
鳥
羽
町
）

〇
中
島
あ
い
子
　（
元
町
上
）

　
長
岩
　
鈴
子
　（
元
町
上
）

　
金
子
　
良
治
　（
曙
町
）

□
城
東
地
域
づ
く
り
セ
ン
タ
ー

　
セ
ン
タ
ー
長
　
降
旗
み
ゆ
き

□
城
東
公
民
館

　
館
長
　
佐
藤
　
昭
明

　
主
事
　
三
澤
　
孝
吉

　
事
務
　
太
田
　
智
栄

　
事
務
　
永
井
美
奈
子

町
会
長
・

町
内
公
民
館
長
の
紹
介

（
◎
は
会
長 

○
は
副
会
長 

△
は
新
任
役
員
）
（
◎
は
会
長 

○
は
副
会
長 

△
は
新
任
役
員
）

松本市立清水小学校
教頭 山本 崇 先生

　

清
水
小
学
校
教
頭
と
し
て
、
こ

の
春
、
着
任
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
新
任
故
分
か
ら
な
い
こ
と

だ
ら
け
で
す
が
、
職
員
や
保
護
者

の
皆
様
、
そ
し
て
明
る
く
元
気
な

子
ど
も
た
ち
に
支
え
て
い
た
だ
き

な
が
ら
、
職
務
に
取
り
組
ん
で
お

り
ま
す
。
先
日
、
地
域
の
皆
様

と
お
話
し
さ
せ
て
い
た
だ
く
機
会

が
あ
り
ま
し
た
。
本
校
の
卒
業
生

で
あ
る
こ
と
や
、
そ
の
頃
は
現
在

の
中
庭
に
あ
た
る
場
所
で
下
駄
ス

ケ
ー
ト
を
し
て
い
た
こ
と
、
近
く

に
は
チ
ン
チ
ン
電
車
が
走
っ
て
い

た
こ
と
な
ど
当
時
の
様
子
を
嬉
し

そ
う
に
語
ら
れ
る
姿
を
拝
見
し
て
、

こ
の
学
校
が
地
域
に
愛
さ
れ
温
か

く
見
守
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
ひ
し

ひ
し
と
感
じ
ま
し
た
。
着
任
し
た

ば
か
り
で
右
も
左
も
分
か
り
ま
せ

ん
が
、
学
校
や
地
域
の
こ
と
を

も
っ
と
知
り
た
い
の
で
、
是
非
ご

教
授
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　

4
月
現
在
、
本
校
は
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
と
の
戦
い
の
真
っ
只

中
で
あ
り
ま
す
。
学
級
閉
鎖
と
な

る
ク
ラ
ス
も
あ
り
ま
し
た
が
、
そ

の
猛
威
に
屈
す
る
こ
と
な
く
、
学

校
職
員
が
一
丸
と
な
っ
て
子
ど
も

た
ち
が
安
心
し
て
学
べ
る
環
境
を

整
え
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
地
域
や
保
護
者
の
皆
様
と

連
携
し
な
が
ら
、
子
ど
も
た
ち
が

こ
の
学
校
を
、
そ
し
て
地
域
を
誇

り
に
思
え
る
よ
う
、
精
一
杯
努
め

て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

先生方、今年度もよろしくお願いします！


